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業績予想の修正ならびに剰余金の配当（中間配当）の決定 

および期末配当予想の修正（増配）に関するお知らせ 

 

当社は、2025年８月８日に公表しました2026年３月期の通期連結業績予想を下記のとおり修正しま

したので、お知らせいたします。 

また、本日の取締役会において、2025年９月30日を基準日とする剰余金の配当（中間配当）を行う

ことについて下記のとおり決議するとともに、2026年３月期の期末配当予想についても下記のとおり

修正しましたので、お知らせいたします。 

 なお、当社は取締役会決議により剰余金の配当等を行うことができる旨を定款に定めております。 

 

記 

１．2026年３月期連結業績予想数値の修正（2025年４月１日～2026年３月 31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

48,500 

百万円 

5,300 

百万円 

5,300 

百万円 

3,500 

円 銭 

241.67 

今回修正予想（Ｂ） 51,000 7,500 7,500 4,700 323.40 

増減額（Ｂ－Ａ） 2,500 2,200 2,200 1,200  － 

増減率（％） 5.2 41.5 41.5 34.3  － 

（ご参考）前期実績 

（2025年３月期） 
57,492 12,242 12,231 7,727 526.84 

(注) 不動産賃貸に係る損益について、営業外損益に表示する方法から売上高及び売上原価に表示す

る方法に変更したため、2025年３月期に係る各数値については、当該表示方法の変更を遡って適用し

た後の数値となっております。 

 

２．2026年３月期 中間配当の内容 

 
決定額 

直近の配当予想 

（2025年５月15日公表） 

前期実績 

（2025年3月期中間配当） 

基 準 日 2025年9月30日 同左 2024年9月30日 

１ 株 当 た り 配 当 金 30円00銭 同左 40円00銭 

配 当 金 の 総 額 444百万円 － 591百万円 

効 力 発 生 日 2025年12月5日 － 2024年12月6日 

配 当 原 資 利益剰余金 － 利益剰余金 



 

 

３．2026年３月期 期末配当予想の修正の内容 

 １株当たり配当金 

 第２四半期末 期末 合計 

前回予想 

（2025年８月８日公表） 
30円 00銭 50円 00銭 80円 00銭 

今回修正予想  70円 00銭 100円 00銭 

当期実績 30円 00銭   

（ご参考）前期実績 

（2025年３月期） 
40円 00銭 80円 00銭 120円 00銭 

 

４．連結業績予想の修正ならびに剰余金の配当（中間配当）の決定および期末配当予想の修正の理由 

2026年３月期通期連結業績予想につきましては、市場全体でスマートパチンコの導入が想定より

も上回ったことに伴い、当社のカードユニット「ＶＥＧＡＳＩＡ」の販売も堅調に推移しておりま

す。 

 また、展示会後の反響を受けた新製品「ＢｉＧＭＯ ＸＣＥＬ」「ＴＪ－０１」および準新製品「Ｒ

ＥＶＯＬＡⅡ」「ＤＵＡＬＩＮＡ」の販売が好調に推移したほか、当社グループ会社のＤＡＸＥＬ株

式会社が開発したスマートパチスロ「ようこそ実力至上主義の教室へ」および元気株式会社が開発

した自社ゲームタイトル「首都高バトル」の販売が当期業績に寄与しております。 

前回公表時には利益面を精査中としておりましたが、その後の販売実績を踏まえて精査した結果、

売上高の増加に伴い利益も前回予想を上回る見込みとなったことから、営業利益・経常利益および

当期純利益について上方修正するものであります。 

 

また、当期業績の進捗状況および財務体質の健全性等を総合的に勘案し、中間配当を前回予想ど

おり１株当たり 30 円で実施するとともに、期末配当予想を 20 円増配し 70 円とし、年間配当金を

100円とすることといたしました。 

 

 さらに、当社は2025年５月に策定した中期経営計画（2026年３月期～2028年３月期）におい

て、年間80円を下限配当金としておりましたが、今回の増配および今後の収益見通し等を総合的

に勘案し、下限配当金を年間100円に引き上げることといたしました。 

これにより、安定的かつ継続的な株主還元の一層の強化を図ってまいります。 

 

（業績予想および配当予想に関する注意事項） 

業績予想および配当予想につきましては、現時点において入手可能な情報に基づき作成したもので

あり、実際の業績および配当は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

                                          以上 


